	授業（現代化学総説）の概要

	  本講の目標は、「自然科学的常識を豊かにすること」と「身の回りを科学の目で見る習慣を身につけること」である。そのために、「自然について学ぶことの面白さ」が伝わる授業をめざしたい。それができるためには、高いレベルを保ちつつも、高校で化学を履修していない人でも理解できる分かりやすさと、新しい発見とが必要であろう。

  日常的現象、生命現象、環境問題、社会的諸問題などを、「それはなぜ起こるのか」という観点から解説する。最も身近な化学反応である燃焼については、毎回行う演示実験によって学ぶ。詳細は下記のＵＲＬの Webページをご参照下さい。この Webページから、授業で使った資料は、すべてダウンロードできる。
http://chem.cge.yamaguchi-u.ac.jp
  テストでは、配布する問題例から出題する問題１０題の中から５題を選択して答える。正解は教科書を読めば分かるはずである（スライドの説明はメモ書きなので、それだけでは説明不足になるであろう）。
教科書： 「現代の生活と物質」（化学同人)

	授業の目標

	教育の第一の目的は、学生諸君が、社会人になったときに、自信をもって生きられるようにすることであろう。そして、多くの人にとって、これからの時代に必要なものは、できるだけ広い範囲の職務内容に適応できる幅広い知識と常識であろう。この講義の目的も、自然科学的常識を豊かにすることである。

	授業計画

	Part I： 水　　物質の誕生、水の惑星の条件、
水の特異な性質、結合水(不凍水)、復氷現象、水の味
	Part V：有機化合物　　有機化合物の特徴、 炭化水素
アルコール（エタノールの働き、酒類のつくり方）

	Part II： 界面活性剤　　界面活性剤の働き、乳化
	Part VI： 糖類　　単糖類（立体異性体と味）、二糖類、
多糖類（デンプン、セルロース）、デンプンの味

	Part III： コロイド　　コロイドの性質とその利用、
浸透現象と浸透圧、梅酒はなぜ氷砂糖でつくるのか
	Part VII： アミノ酸とタンパク質    旨味物質、
タンパク質の構造と変性、酵素

	Part IV：脂質　　脂肪の機能、肥満、フェロモン、
ステロイドとドーピング
	VIII： 核酸とＡＴＰ   遺伝情報の伝達法、 醗酵と腐敗
ＡＴＰの働き

	演示実験の概要

	(1) 錬金術

(2) 気化熱による冷却作用（１）── 燃えないハンカチ

(3) 気化熱による冷却作用（２）── 指ロ－ソク

(4) 引火点と引火 ─ 
灯油と天ぷら油にマッチで火をつけられるか

(5) 酸化鉄（鉄鉱石）から鉄をつくる ──
 テルミット反応

(6) 水の中で燃える火 ── 酸化剤として働く水

(7) 圧力による赤リンの自然発火

(8) 拡散燃焼 ── 燃焼状態から物質の構造を推定する

(9) 予混燃焼 ─ 人類が創造した燃焼───  冷やすと
燃えやすくなる場合と温めると燃えにくくなる場合
	(10) 金属原子による炎の着色 ─ 原子発光（炎色反応）
(11) 触媒燃焼 ── 白砂糖は燃えるか燃えないか
(12) 砂糖の自然発火
(13) 酸化剤（過マンガン酸カリウム）と還元剤（グリセリン）の混合による自然発火
(14) 引火のしやすさと気体の比重 ───
 プロパンガスはなぜ爆発しやすいのか
(15) 超微粒子状鉄の自然発火 ─── 
粒子の大きさと燃焼性（１）

(16) 粉塵爆発の可能性の実証 ─── 
粒子の大きさと燃焼性（２）
(17) その他

	授業での雑談

	学生諸君にとって重要なことは、単位を取ることではなく、将来に備えることであろう。そのためには、何が重要なのかを考えてみることが必要であろう。このような観点から、授業終了時に時間的余裕があれば、百数十枚のスライド（統計データ）に基づき、「社会の現状と未来」（項目名は下記）について、個人的な参考意見を話すこともある（学生諸君の希望による）。
①若者の職業意識 　　②企業の採用方針 　　③正社員と非正社員 　　④収入格差　　⑤専業主婦、男女格差 　　
⑥日本の経済 　　⑦産業の質の転換 　　⑧少子高齢化、国家財政 　　⑨その他（ストレスなど）  


